
 

 

 

 

 

 

 

水泳指導開始 

 １５日（月）から水泳指導が始まりました。昨年度は天候等の影響で授業時間が短かったですが、
先週は、ほとんどの学年が入ることができました。熱中症対策とし

て、水分補給はもちろん、プールサイドにマットを敷き、見学の児童

は図書室で学習等するなどしています。日本は海に囲まれていま

す。万が一のことを考えると、水に慣れ、浮くことや泳ぐことが命を

守ることにつながります。そのため、水泳の授業は命にかかわると

いう意味でも大事です。 

御家庭でも検温をはじめ、体調管理等、御協力ありがとうござ

います。 

平和への祈り展 
国際委員会が中心となって、全校に呼びかけ作成した千

羽鶴を６月２７日（土）～２８日（日）にイオンモール鈴鹿の２階

イオンホールで開催される「平和への祈り展」に出品すること

になりました。6 年生の代表委員会で平和への願いを短冊に

書きました。買い物等で行かれた際には、立ち寄っていただけ

たら、こどもたちも喜ぶと思います。 

「平和への祈り展」は鈴鹿市が戦争による悲劇を繰り返さ

ないよう、また、核兵器の廃絶と平和な世界を願い、２０００年から開催しています。今年度は「アンネ・

フランク展～希望の未来～」などの展示が予定されています。 

体験して学ぶ 

３年生が「長さ」の学習をするため、実際に巻き尺を使って、廊下の

長さ等、身の周りのものを測っていました。２年生の時には、ものさしを

使って、まっすぐなものを測りました。ものさしと比べ、巻き尺は長いもの、

曲がったもの（木の太さなど）を測ることができます。友だちと協力して、

端をしっかりと押さえて測っていました。このように、体験し、実感を伴う

ことが大事だと思いました。長さだけでなく、重さや広さも同様です。 

 

季節の飾り 

  南校舎１階のハッピー教室の前に季節の飾りが貼られています。ハッピー

教室のこどもたちみんなで作ったものです。５月はこいのぼりでした。現在は、

七夕飾りです。前を通りましたら、少し立ち止まってみてください。 
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外国のくらし 

楠井様（3 年生保護者）から、ハンガリーでの生活（文化

や習慣等）についてお話をしていただきました。たくさんの写

真を使って、３年生のこどもたちに分かりやすく、集中が切れ

ないように、途中でクイズも交えながら、説明してくださいまし

た。また、楠井様が感じたこともお話しされ、最後に、「ことば

や文化が違っても、友だちを思う気持ちは同じ」とメッセージ

をいただきました。楠井様、準備等、本当にお世話になり、あ

りがとうございました。 

 

第１回学校運営協議会開催 

５月２８日（木）１６時より、第１回学校運

営協議会を開催しました。学校運営協議会

では、学校から、「学校経営方針」として、

以下の事項について提案し、承認されまし

た。 

・学校教育目標 

・学力・授業改善、教科担任制による指導 

・組織的な生活指導・生徒指導 

・特別支援教育・不登校児童への対応 

・職員の資質向上 

・働き方改革 

ありがとうございました～イオン黄色いレシート～ 

  イオンの黄色いレシートへの御協力、ありがとうございました。玉垣小学校だけでなく、玉垣小学校

PTA からも御配慮いただきましたので、紹介させていただきます。トランプは梅雨のシーズン、教室で

友だちと遊ぶために大変ありがたいです。大切に使わせていただきます。 

玉垣小学校 PTA：学級で使うトランプ、印刷用紙、ごみ袋（緑） 

玉垣小学校：遠足における熱中症対策として、こどもに配付したペットボトル飲料（水） 

学級で使うトランプ、コードレス掃除機、掃除用具（網戸や窓ふき）   

委員長 山崎　俊美 まちづくり関係者

副委員長 松山　覚 自治会関係者

委員 城ノ口　和幸 まちづくり関係者

委員 石田　きよ美 主任児童委員

委員 吉田　里美 自治会関係者

委員 河原　早織 地域コーディネーター

委員 伊藤　賀文 玉垣会館長

委員 藤田　満珠美 地区市民センター長

委員 大形　明日香 PTA会長

委員 諸岡　あい 玉垣幼稚園長

委員 西村　佳代子 学校長

【意見交換】 

・児童の SNS 利用。正しい使い方については指導していただきたい。フェイク画像、画像の拡散な

ども問題になっている。いじめにつながる可能性もある。 

 →情報モラル教育をしっかりやっていかないといけない。教職員も生成 AI の使用を経験するな

ど、対応を進めていく必要がある。 

・コミュニケーション手段はたくさんあるが、学校は対面で、人と人がつながる場であってほしい。う

まく伝わらないなどの難しさはあるが、直接声を掛け合うことが大切である。 

・今年度、遠足をペア学年で実施したと聞いている。実施後、通学班の状況を見ていると、６年生

が１年生に対して優しくなったように感じる。声のかけ方も変わった。よい変化があったと感じる。 

 


